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嵆
康
「
卜
疑
集
」
管
窺 

三
五

一
、
前
言

　

嵆
康
の
「
卜
疑
集
」
は
、そ
の
文
体
様
式
の
相
似
か
ら
、楚
辞
「
卜

居
」
を
擬
す
る
作
品
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
見
で
は
、
そ

の
外
形
的
特
徴
を
主
眼
と
し
て
、〈
問
答
文
学
〉
の
系
譜
に
連
ね
る

見
解
に
は
、
些
か
躊
躇
を
覚
え
る
。

　

本
稿
で
は
、「
卜
疑
集
」
の
特
質
を
文
学
発
想
の
視
点
か
ら
論
じ

る
こ
と
と
す
る
。
底
本
は
、『
嵆
康
集
校
注
』（
戴
明
揚
校
注
・
中
華

書
局
・
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
）
を
使
用
す
る
。

二
、
嵆
康
の
生
涯

　

嵆
康
（
二
二
三
〜
二
六
三
：
校
注
・
戴
明
揚
説
）
の
生
き
た
魏
晋

と
い
う
時
代
は
、
読
書
人
受
難
の
様
相
を
呈
す
る
。
そ
の
社
会
は
、

一
言
で
言
え
ば
騒
擾
の
時
代
で
あ
っ
て
、
精
神
的
動
揺
と
恐
怖
に
苛

ま
れ
る
読
書
人
た
ち
は
、
前
時
党
錮
の
禁
に
於
け
る
処
世
と
同
様
、

用
晦
保
身
（
士
大
夫
處
亂
世
、用
晦
保
身
之
法
也
。『
廿
二
史
箚
記
』）

を
強
い
ら
れ
、
現
世
に
対
す
る
深
刻
な
懐
疑
思
想
を
生
む
に
至
る
。

嵆
康
の
「
卜
疑
集
」
は
、
そ
の
時
代
の
激
越
な
変
相
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
も
、
自
己
に
向
き
合
う
誠
実
な
営
為
を
反
映
し
た
作
品
と
捉
え

ら
れ
る
。
そ
の
表
現
に
は
、
嵆
康
の
思
惟
の
彷
徨
と
矛
盾
を
極
め
る

錯
綜
し
た
世
界
観
を
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
該
篇
は
、
嵆
康
の
生
涯

と
人
間
性
を
考
察
す
る
場
合
、
示
唆
に
富
ん
だ
資
料
足
り
得
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、嵆
康
研
究
に
於
て
、「
卜
疑
集
」
の
専
論
や
考
究
は
、

日
本
諸
家
の
数
篇
が
重
要
で
あ
る（

１
）が
、
戴
明
揚
『
校
注
』
の
「
卜
疑

集
」
所
引
は
、
張
運
泰
説
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
家
説
を
欠
く
の

は
、
他
の
作
品
に
比
し
て
や
や
奇
異
な
印
象
で
あ
る
。

嵆
康
「
卜
疑
集
」
管
窺

石　

本　

道　

明
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六

　

こ
こ
で
、
嵆
康
の
生
涯
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
嵆
康
は
、「
竹
林

七
賢
」
と
し
て
高
名
で
あ
る
が
、
妻
は
、
曹
操
を
父
と
す
る
沛
穆
王

曹
林
の
孫
娘
・
長
楽
亭
主
で
、
魏
王
室
と
は
姻
戚
関
係
に
在
る
。
彼

が
中
散
大
夫
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
二
十
二
・
三
歳
の
頃
で
あ
っ
た
。

魏
末
の
様
な
権
謀
の
世
に
、
官
途
に
在
れ
ば
、
そ
の
閉
じ
ら
れ
た
世

間
に
無
数
の
陥
穿
が
準
備
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
所
謂

隠
遁
と
は
、不
測
の
禍
釁
か
ら
我
が
身
を
守
る「
保
身
」で
も
あ
っ
た
。

そ
の
姿
勢
を
、
仕
官
か
ら
の
逃
避
と
見
れ
ば
、
そ
の
営
為
は
消
極
的

処
世
で
あ
り
、
一
方
で
官
途
を
全
く
視
野
か
ら
削
除
し
去
れ
ば
、
真

に
積
極
的
処
世
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
読
書
人
を
自
認
す
る
人
々

が
、
自
己
承
認
を
世
に
求
め
ず
、
官
途
の
栄
辱
得
喪
を
全
く
無
視
し

た
精
神
を
持
続
す
る
の
は
、
容
易
な
事
と
は
思
え
な
い
。
も
し
、
真

の
隠
遁
の
処
世
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
観
念
の
世
界
に

於
て
で
あ
っ
て
、
正
に
「
無
翼
の
飛
翔
」
で
し
か
あ
り
得
ま
い
。
挫

折
し
た
読
書
人
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
隠
遁
と
は
、
そ
の
視
野
に
常
に

官
途
が
見
え
隠
れ
す
る
逡
巡
の
中
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
姿

勢
こ
そ
が
読
書
人
の
隠
遁
の
一
般
的
傾
向
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
嵆
康
は
官
途
と
隠
遁
の
間
に
逡
巡
し
苦
悶
す
る
、
読
書
人
の

負
う
べ
き
必
然
を
体
し
た
代
表
的
人
物
と
言
え
よ
う
。
嵆
康
は
刑
死

す
る
前
に
、
獄
中
で
草
し
た
と
さ
れ
る
「
幽
憤
詩
」
で
、「
好
を
老

荘
に
託
し
、
物
を
賤
し
み
身
を
貴
び
、
志　

朴
を
守
る
に
在
り
、
素

を
養
ひ
眞
を
全
う
す
（
託
好
老
荘
、
賤
物
貴
身
、
志
在
守
朴
、
養
素

全
眞
）」
と
は
歌
う
が
、
そ
の
表
明
が
観
念
的
に
完
全
で
あ
れ
ば
あ

る
程
、
現
実
的
処
世
の
苦
悶
が
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
嵆

康
が
、「
養
生
論
」
で
「
無
爲
自
得
」
を
説
く
も
、
司
馬
昭
・
鍾
会

等
の
陥
穽
に
嵌
り
、
呂
安
事
件
に
託
つ
け
ら
れ
て
刑
死
す
る
の
は
、

何
と
も
理
不
尽
な
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
四
十
歳
の
最
期
で
あ
っ
た
。

三
、
嵆
康
の
非
「
純
道
家
」
的
側
面

　

次
い
で
筆
者
の
嵆
康
観
を
示
す
た
め
に
、
嵆
康
を
「
純
道
家
」
と

見
做
し
た
過
去
の
諸
説
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

嵆
康
が
魏
王
室
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
は
前
項
で
触
れ
た

が
、
こ
れ
は
反
司
馬
氏
的
行
為
と
見
做
さ
れ
よ
う
し
、
司
馬
氏
側
に

立
つ
当
路
の
者
の
憎
悪
の
念
を
増
幅
さ
せ
も
し
よ
う
。
し
か
し
そ
れ

は
、
刑
死
に
至
る
あ
く
ま
で
与
件
で
あ
っ
て
、「
毎
に
湯
・
武
を
非

と
し
、
周
・
孔
を
薄
ん
ず
（
毎
非
湯
・
武
而
薄
周
・
孔
）（
湯
王
・

武
王
を
譏
毁
し
、
周
公
旦
・
孔
子
を
軽
侮
す
る
）。」（「
與
山
巨
源
絶

交
書
」）
と
放
言
し
た
事
実
は
、
政
権
の
価
値
の
根
源
と
し
て
機
能

し
た
儒
教
（
礼
教
）
を
非
と
す
る
言
説
で
あ
っ
て
、
司
馬
氏
の
統
治

下
に
於
て
宸
怒
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
儒
教
の
聖
人
を
譏
毁

す
る
こ
と
は
、
現
実
社
会
に
於
て
は
、
司
馬
氏
の
造
為
し
た
体
制
自
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体
へ
の
強
烈
で
直
接
的
な
攻
撃
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
儒

教
譏
毁
の
言
説
が
、
友
人
の
呂
安
の
事
件
を
奇
貨
と
し
て
、
処
刑
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。「
無
爲
自
得
」（
養
生
論
）
を

自
認
す
る
嵆
康
が
、
た
と
え
冤
罪
で
あ
ろ
う
と
も
、
死
罪
を
蒙
る
口

実
を
相
手
に
易
々
と
与
え
る
体
制
批
判
的
言
説
を
為
す
の
は
、
如
何

に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
嵆
康
の
精
神
的
均
衡
を
失
っ
た
か

に
見
え
る
こ
の
譏
毁
は
、
私
見
で
は
、
現
実
社
会
に
真
の
儒
教
的
倫

理
が
施
策
と
し
て
活
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
欺
瞞
に
満
ち
む
し
ろ
蔑

ろ
に
さ
れ
る
体
制
へ
の
批
判
と
捉
え
る
の
は
、
甚
し
い
誤
謬
で
あ
ろ

う
か
。

　

か
つ
て
ド
ナ
ル
ド
・
ホ
ル
ツ
マ
ン
氏
（D

onald
・Holzm

an

）
（
２
）

が
、

「
嵆
康
は
、
か
く
て
、
そ
の
短
い
生
涯
が
、
道
と
の
永
遠
不
滅
の
合

一
を
達
成
す
る
手
だ
て
を
見
出
そ
う
と
す
る
努
力
に
費
さ
れ
た
純

粋
道
家
で
あ
る
。
彼
の
哲
学
は
、
純
道
家
的
霊
感
を
帯
び
て
い
る
。

…
…
」
と
論
断
し
た
。
果
た
し
て
そ
う
理
解
で
き
る
側
面
が
嵆
康
に

あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
優
れ
た
思
想
家
と
評
さ
れ
る
多
く
の

人
々
は
、
自
ら
核
心
的
問
題
と
位
置
付
け
た
疑
問
に
応
え
る
に
当
っ

て
は
、
普
遍
性
と
説
得
性
を
追
求
し
て
苦
闘
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

嵆
康
は
、
自
己
が
生
活
す
る
時
代
を
、
堕
落
し
た
道
徳
と
政
治
の
結

果
生
み
出
さ
れ
た
騒
擾
の
時
代
と
見
切
り
、
古
代
的
調
和
の
回
復
を

冀
求
し
た
か
に
見
え
る
。
そ
の
限
り
に
於
て
、
道
家
的
と
は
評
し
得

る
が
、
理
想
的
古
代
世
界
の
回
復
つ
ま
り
復
古
的
主
張
は
、
同
時
に

儒
家
の
主
唱
す
る
世
界
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
代
的
世
界
の

回
復
を
以
て
道
家
者
流
と
は
言
え
ま
い
。

　

前
節
の
よ
う
に
、嵆
康
に「
純
道
家
的
」な
影
を
見
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
卜
疑
集
」
の
よ
う
な
懐
疑
発
想
を
基
底
と
す
る
文
学
作
品
を
生
み

出
す
の
で
あ
ろ
う
か
。「
卜
疑
集
」
に
は
、
自
己
の
苦
悩
と
逡
巡
が

吐
露
さ
れ
、
呻
吟
が
表
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
脱
世
間
的
で

惑
い
の
な
い
「
純
道
家
」
と
は
懸
隔
し
た
発
想
な
の
で
あ
る
。
更
に

ま
た
、「
卜
疑
集
」
中
の
宏
達
先
生
の
為
人
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
、

「
超
世
獨
歩
、
懷
玉
被
褐
」
で
あ
る
一
方
、「
常
以
爲
忠
信
篤
敬
、
直

道
而
行
之
」
と
い
う
側
面
も
併
せ
持
ち
、
そ
の
点
で
は
道
儒
混
淆
の

人
物
と
し
て
捉
え
得
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
宏
達
先
生
は
、
脱
世

間
的
存
在
と
成
り
切
れ
ぬ
人
物
像
と
な
り
、
道
家
・
儒
家
の
狭
間
で

苦
悶
し
続
け
た
、誠
実
に
過
ぎ
る
生
真
面
目
な
存
在
と
評
し
得
よ
う
。

も
っ
と
も
、「
超
世
獨
歩
」
可
能
な
人
物
が
、
逡
巡
に
満
ち
た
「
卜

疑
集
」
な
ど
草
す
る
は
ず
も
あ
る
ま
い
。

　

読
書
人
の
概
ね
は
、
所
詮
体
制
に
付
く
か
否
か
の
処
世
、
思
想
的

に
は
儒
家
か
道
家
か
の
処
世
を
基
本
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
読
書
人

た
り
せ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
の
処
世
を
選
ぶ
に
し
て
も
、
苦
悶
と
逡
巡

は
常
に
付
き
纏
う
は
ず
で
あ
る
し
、
特
に
道
家
的
処
世
の
有
り
よ
う
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に
は
、
自
制
と
韜
晦
性
が
求
め
ら
れ
る
。
己
が
身
を
寄
せ
た
体
制
の

崩
壊
は
、
常
に
人
生
の
自
滅
を
強
い
よ
う
し
、
将
た
体
制
の
外
縁
で

疎
外
者
を
装
っ
て
も
、
事
態
は
同
様
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
い

ず
れ
の
処
世
を
選
ぼ
う
と
も
、
世
に
完
璧
な
保
身
な
ど
は
あ
り
得
な

い
。
ま
し
て
方
外
人
（
疎
外
者
）
た
り
得
な
い
読
書
人
の
思
想
的
営

為
は
、
崩
壊
に
至
っ
た
社
会
に
於
て
は
、
一
層
の
危
険
を
そ
の
一
身

に
招
く
こ
と
に
な
る
の
は
、
数
々
の
歴
史
的
事
件
に
徴
す
る
ま
で
も

あ
る
ま
い
。そ
う
し
た
社
会
状
況
こ
そ
が
、騒
擾
の
時
代
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
時
代
に
遭
っ
た
読
書
人
は
、
屢
々
複
雑
な
屈
折
を
示
し
、

且
つ
ま
た
韜
晦
性
を
帯
び
る
た
め
、
決
し
て
直
截
的
表
現
は
取
ら
な

い
。

　

前
掲
の
よ
う
に
、
嵆
康
は
、「
與
山
巨
源
絶
交
書
」
で
「
毎
非
湯

武
而
薄
周
孔
」
と
放
言
し
た
が
、
湯
王
・
武
王
・
周
公
旦
・
孔
子

は
、
当
時
と
し
て
も
従
来
の
聖
人
と
し
て
の
権
威
の
保
持
に
加
え
、

現
政
権
・
司
馬
氏
が
殊
更
に
昴
揚
し
た
「
政
治
的
存
在
」
と
し
て
の

機
能
を
も
有
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
激
越
な
儒
教
批
判
と
な
る
こ
の

言
説
は
、
そ
の
反
儒
家
的
姿
勢
と
し
て
捉
え
ら
れ
易
い
。
と
こ
ろ
が

嵆
康
は
、「
管
蔡
論
」
で
は
、
武
王
・
周
公
旦
を
聖
人
視
し
て
弁
証

し
、
ま
た
「
難
宅
無
吉
凶
攝
生
論
」
で
は
「
故
に
夫
子
は
來
問
に
答

ふ
る
を
寢や

め
、
終
に
神
怪
を
愼
し
み
て
言
は
ず
（
故
夫
子
寢
答
于
來

問
、
終
愼
神
怪
而
不
言
）」
と
、
こ
こ
で
は
孔
子
を
「
夫
子
」
と
尊

称
し
た
上
で
、「
時
日
譴
祟
、
古
盛
王
無
之
。
季
王
之
所
好
。
聽
此

言
善
矣
。
顧
其
不
盡
然
。
湯
禱
桑
林
、
周
公
秉
圭
、
不
知
是
譴
祟
非

也
。」
と
言
い
、「
必
若
湯
・
周
未
爲
盛
、
幸
更
思
之
」
と
し
て
、
湯

王
・
周
公
旦
を
盛
王
と
認
め
て
い
る（
３
）。
そ
し
て
ま
た
、
上
古
堯
舜
の

政
を
賛
美
す
る
「
六
言
詩
十
首
」
の
第
一
首
「
惟
上
古
堯
舜
」
に
「
二

人
の
功
德
齊
均
し
、
天
下
を
以
て
私
親
せ
ず
、
高
尚
・
簡
樸
・
慈
順

も
て
、
四
海
の
蒸
民
を
寧
濟
す
（
二
人
功
德
齊
均
、
不
以
天
下
私
親
、

高
尚
簡
樸
慈
順
、
寧
濟
四
海
蒸
民
）。」
と
歌
う
。

　

こ
の
「
天
下
を
私
親
」
し
た
の
は
、
司
馬
氏
で
あ
っ
て
、
堯
舜
を

理
想
と
す
る
嵆
康
に
よ
っ
て
諷
諭
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
太
師
箴
」
で
も
、「
先
生
は
仁
愛
に
し
て
、
世
を
愍
み
時
を
憂
ひ
、

萬
物
の
將
に
頽
れ
ん
と
す
る
を
哀
み
、
然
る
後
に
之
に

む
（
先
生

仁
愛
、
愍
世
憂
時
、
哀
萬
物
之
將
頽
、
然
後

之
）。」
と
言
い
、「
季

世
陵
遲
し
、
體
を
繼
ぎ
資
を
承
け
、
尊
を
凭
み
勢
を
恃
み
、
友
と
せ

ず
師
と
せ
ず
、
天
下
を
宰
割
し
、
以
て
其
の
私
を
奉や

し
なふ

。
故
に
君
位

益
〻
侈
り
、
臣
路
心
を
生
ず
。
智
を
竭
く
し
國
を
謀
り
、
灰
沈
せ
ら

る
る
を
吝
し
ま
ず
、
賞
罰
存
す
と
雖
ど
も
、
勸
む
る
莫
く
禁
ず
る
莫

し
。（
中
略
）
刑
本
と
暴
を
懲
ら
す
に
今
は
以
て
賢
を
脅
か
す
。
昔

は
天
下
の
爲
に
せ
し
に
、
今
は
一
身
の
爲
に
す
。
下
は
其
の
上
を
疾

み
、
君
は
其
の
臣
を
猜
ふ
（
季
世
陵
遲
、
繼
體
承
資
、
凭
尊
恃
勢
、

不
友
不
師
、
宰
割
天
下
、
以
奉
其
私
。
故
君
位
益
侈
、
臣
路
生
心
、
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嵆
康
「
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」
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三
九

竭
智
謀
國
、
不
吝
灰
沈
。
賞
罰
雖
存
、
莫
勸
莫
禁
。（
中
略
）
刑
本

懲
暴
、
今
以
脅
賢
。
昔
爲
天
下
、
今
爲
一
身
。
下
疾
其
上
、
君
猜
其

臣
）。」
と
言
う
。
こ
こ
に
在
る
言
説
は
、
世
の
溷
濁
を
激
し
く
非
難

し
深
刻
な
憂
懐
を
吐
露
し
た
も
の
で
、
用
晦
や
隠
遁
と
言
っ
た
処
世

と
は
程
遠
い
。

　

嵆
康
は
、
道
徳
・
倫
理
の
確
立
し
た
儒
教
社
会
と
、
理
想
的
為
政

者
像
を
示
し
て
飽
く
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
言
説
は
、
明
示
的
に

儒
教
社
会
の
招
来
を
冀
求
し
、
仁
慈
に
満
ち
た
聖
君
へ
の
欽
慕
を
表

す
も
の
で
あ
っ
て
、
嵆
康
が
反
儒
家
で
は
な
い
こ
と
の
明
証
で
あ
ろ

う
。
彼
が
「
湯
・
武
・
周
・
孔
」
を
非
難
す
る
の
は
、
嵆
康
が
深
考

の
末
に
見
出
し
た
儒
教
的
道
を
、
司
馬
氏
が
私
意
に
よ
っ
て
歪
曲
す

る
欺
瞞
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
儒
教
を
為
政
の
手
段
に
堕
し
て
省
み

な
い
そ
の
政
治
姿
勢
に
向
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
嵆

康
の
言
説
が
表
面
的
に
湯
武
以
下
を
非
難
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直

ち
に
彼
を
道
家
者
流
に
位
置
付
け
る
の
は
、
単
純
に
す
ぎ
る
と
思
わ

れ
る
。
嵆
康
は
「
答
難
養
生
論
」
で
も
次
掲
の
よ
う
に
言
う
。

且
つ
聖
人
の
寳
位
、
富
貴
を
以
て
崇
高
と
爲
す
は
、
蓋
し
仁
君

貴
く
し
て
天
下
と
爲
り
、
四
海
を
富
せ
し
む
る
を
謂
ふ
。
民
は

主
無
く
し
て
存
す
べ
か
ら
ず
。主
は
尊
無
く
し
て
立
つ
能
は
ず
。

故
に
天
下
の
爲
に
君
位
を
尊
び
、
一
人
の
爲
に
富
貴
を
重
ん
ぜ

ざ
る
な
り
。

且
聖
人
寳
位
、
以
富
貴
爲
崇
高
者
、
蓋
謂
人
君
貴
爲
天
子
。
富

有
四
海
、
民
不
可
無
主
而
存
。
主
不
能
無
尊
而
立
。
故
爲
天
下

而
尊
君
位
、
不
爲
一
人
而
重
富
貴
也
。

 

『
嵆
康
集
校
注
』
巻
四

　

そ
の
後
に
、
更
に
次
掲
の
よ
う
に
言
う
。

豈
に
百
姓
の
己
を
尊
ぶ
を
勸
め
、
天
下
を
割
き
て
以
て
自
ら
私

し
、
富
貴
を
以
て
崇
高
と
爲
し
、
心
は
之
を
欲
し
て
已
ま
ざ
ら

ん
や
。

豈
勸
百
姓
之
尊
己
、
割
天
下
以
自
私
、
以
富
貴
爲
崇
高
、
心
欲

之
而
不
已
哉
。

　

右
の
言
説
か
ら
、
嵆
康
に
「
方
外
人
」
を
読
み
取
る
に
は
無
理
が

あ
ろ
う
。
嵆
康
は
、
己
が
生
き
る
時
代
を
「
季
世
」
と
見
切
り
、
儒

教
的
視
点
を
堅
持
し
て
痛
烈
な
非
難
を
放
っ
た
と
読
む
の
が
妥
当
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
引
「
太
師
箴
」
の
「
宰
割
天
下
、以
奉
其
私
」

や
、
こ
の
「
昔
爲
天
下
、
今
爲
一
身
」・「
不
爲
一
人
而
重
富
貴
」・「
不

以
天
下
私
親
」
等
は
、
儒
教
尊
崇
を
標
榜
し
な
が
ら
、
現
今
の
よ
う

な
「
季
世
」
を
招
来
さ
せ
た
当
路
の
司
馬
氏
へ
の
痛
罵
で
あ
ろ
う
。

　

嵆
康
の
こ
の
激
越
さ
は
、
儒
教
的
理
念
が
、
現
実
社
会
で
全
く
喪

失
さ
れ
て
い
る
現
状
へ
の
危
機
意
識
の
昴
揚
で
あ
る
。「
答
難
養
生

論
」
の
「
穆
然
以
無
事
爲
業
、
担
爾
以
天
下
爲
公
」
と
は
、『
禮
記
』

禮
運
篇
の
「
孔
子
曰
、
大
道
之
行
也
、
天
下
爲
公
。」
に
拠
る
が
、
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〇

本
来
天
下
を
公
と
す
べ
き
儒
教
の
理
念
が
、
省
み
ら
れ
る
こ
と
無
い

ま
ま
「
私
天
下
」・「
爲
一
人
而
重
富
貴
」
へ
と
歪
曲
さ
れ
、「
刑
本

懲
暴
、
今
以
脅
賢
」
と
堕
し
て
い
る
司
馬
氏
体
制
を
非
難
す
る
。
詩

文
を
以
て
諷
す
る
こ
と
は
、「
之
を
言
ふ
者
に
罪
無
く
、
之
を
聞
く

者
は
以
て
戒
む
る
に
足
る
（
言
之
者
無
罪
、聞
之
者
足
以
戒
）。」（「
毛

詩
序
」）
で
あ
り
、
ま
た
「
之
を
聞
く
者
、
以
て
違
を
塞
ぎ
正
に
従

ふ
に
足
る
（
聞
之
者
、
足
以
塞
違
從
正
）。」（「
毛
詩
正
義
序
」）
を

理
念
と
す
る
が
、
嵆
康
の
時
代
は
、
理
念
が
理
念
の
ま
ま
通
用
す
る

は
ず
の
な
い
「
季
世
」
で
あ
っ
た
。

　

彼
も
自
説
が
、
司
馬
氏
の
逆
鱗
に
触
れ
る
予
測
が
立
た
な
い
程
に

無
垢
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
十
分
に
諒
解
し
た
上
で
の
言
説
で

あ
っ
た
こ
と
は
、「
剛
腸
に
し
て
惡
を
嫉
み
、
軽
〻
し
く
肆
し
い
ま

ま
に
直
言
（
剛
腸
嫉
惡
、
輕
肆
直
言
）」（「
與
山
巨
源
絶
交
書
」）
と

い
う
性
向
や
、「
佞
を
恥
ぢ
て
直
言
す
れ
ば
、
禍
と
相
逢
ふ
（
恥
佞

直
言
與
禍
相
逢
）。」（「
秋
胡
行
」
其
二
）
と
の
認
識
に
よ
っ
て
判
か

る
。
そ
れ
ら
の
表
現
は
、
己
が
理
想
と
す
る
儒
教
的
君
子
観
の
鮮
耀

で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
、
彼
を
「
純
粋
道
家
」
と
す
る
見
解
が
、

い
か
に
も
性
急
な
断
案
と
思
わ
れ
る（
４
）。

　

文
学
及
び
思
想
の
地
平
に
、
己
が
情
念
を
解
き
放
と
う
と
試
み
る

な
ら
ば
、「
方
外
人
」
と
な
っ
て
脱
世
間
的
に
生
き
る
方
が
、
よ
り

安
全
で
も
あ
り
自
由
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、真
の
「
方
外
人
」

た
る
た
め
に
は
、
現
実
社
会
に
対
す
る
異
議
を
、
併
せ
て
儒
教
的
理

想
を
打
ち
捨
て
る
と
言
う
苦
渋
も
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

竹
林
七
賢
の
典
型
と
さ
れ
る
嵆
康
と
言
う
人
物
は
、「
方
外
人
」
と

も
な
り
切
れ
な
い
ま
ま
、
実
社
会
へ
の
抵
抗
を
抱
え
つ
つ
、
む
し
ろ

そ
の
彷
徨
す
る
人
生
を
愚
直
に
受
け
容
れ
、
生
を
追
求
し
続
け
た
思

想
家
の
よ
う
に
思
え
る（

５
）。

魏
王
室
と
の
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
に
、
い
か

に
老
獪
な
誘
拐
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
関
係
性
を
持
つ
こ

と
自
体
が
、
彼
の
人
物
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
或

い
は
「
方
外
」
を
冀
求
し
、
或
い
は
「
方
内
」
を
革
新
す
べ
く
攻
撃

す
る
の
は
、
儒
・
道
両
思
想
に
飽
き
足
ら
ず
、
な
お
高
次
の
理
想
を

追
求
す
る
苦
悶
の
中
に
在
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

四
、「
卜
疑
集
」
全
篇
の
構
成

　
「
卜
疑
集
」は
、魯
迅
校
訂
の『
嵆
康
集
』で
は「
卜
疑
」に
作
る
が
、

本
稿
底
本
で
は
「
卜
疑
集
」
に
作
り
、
今
こ
れ
に
従
う
。

　

夏
明
釗
は
「
卜
疑
集
」
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、「
筆
者
疑
〈
卜
疑
〉

一
文
当
作
于
魏
嘉
平
三
年
（
公
元
二
五
一
）
至
魏
嘉
平
五
年
（
公
元

二
五
三
）
之
間
」
と
す
る
。
嵆
康
が
、
己
が
人
生
の
指
針
に
迷
い
、

岐
路
に
在
っ
て
解
き
難
い
逡
巡
に
陥
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
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一

で
あ
る
。

　

次
に
「
卜
疑
集
」
の
論
を
進
め
る
便
宜
と
し
て
、
全
篇（
６
）の
訓
読
を

示
し
た
い
と
思
う
。

　
　
〈
第
一
段
〉

宏
達
先
生
と
い
ふ
者
有
り
。
恢
廓
（
広
量
た
る
器
度
）
た
る
其

の
度
、
寂
寥
疏
濶
な
り
。「
方
な
れ
ど
も
制
せ
ず
、
廉
な
れ
ど

も
割
か
れ
ず
、
超
世
獨
歩
し
て
、
玉
を
懷
き
褐
を
被
（
着
る
）、

交
は
る
も
苟
合
（
他
人
に
迎
え
ら
れ
よ
う
と
諂
う
）
せ
ず
、
仕

ふ
る
も
達
（
宦
達
）
す
る
を
期
せ
ず
、
常
に
以
て
忠
信
に
し
て

篤
敬
、
直
道
に
し
て
之
を
行
ふ
と
爲
し
、
以
て
九
夷
に
居
り
、

八
蠻
に
遊
び
、
滄
海
に
浮
か
び
、
河
源
を
踐
む
べ
し
。
甲
兵
忌

む
に
足
ら
ず
、
猛
獸
患
ひ
と
爲
さ
ず
。
是
を
以
て
機
心
（
企
み

詐
る
心
）
存
せ
ず
。
泊
然
純
素
、
從
容
と
し
て
縱
肆
し
、
好
惡

を
遺
忘
し
、
天
道
を
以
て
一
指
と
爲
し
、
品
物
の
細
故
を
識
ら

ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
大
道
既
に
隱
れ
、
智
巧
滋
〻
繁
く
、
世

俗
膠
加
（
厳
し
く
）、
人
情
萬
端
（
乱
れ
斉
わ
な
い
）
な
り
。

利
の
在
る
所
、
鳥
の
鸞
を
追
ふ
が
若
く
、
富
む
は
積
蠧
と
爲
し
、

貴
き
は
聚
怨
と
爲
す
。
動
く
者
は
累
（
災
難
）
多
く
、
靜
か
な

る
者
は
患
鮮
し
。
爾　

乃
ち
丘
中
の
隱
士
を
思
ひ
、
川
上
の
執

竿
（
魚
釣
り
）
を
樂
し
む
。
是
に
於
て
遠
く
念
ひ
長
く
想
ひ
、

超
然
と
し
て
自
失
す
。
郢
人
（
屈
原
）
既
に
沒
し
、
誰
か
吾
が

爲
に
質た
だ

さ
ん
。
聖
人
は
吾
れ
見
る
を
得
ず
、
冀
は
く
は
之
を
數

術
に
聞
か
ん
。
乃
ち
太
史
貞
父
の
廬
に
適ゆ

き
て
之
を
訪
ひ
て
曰

は
く
、
吾
れ
疑
ふ
所
有
り
、
願
は
く
は
之
を
卜
せ
よ
と
。

　
　
〈
第
二
段
〉

貞
父
乃
ち
危
坐
（
居
り
直
し
）
し
て
蓍
を
操
り
、
几
を
拂
ひ
て

龜
を
陳つ

ら

ね
て
曰
は
く
、
君
何
を
以
て
之
に
命
ぜ
ん
と
。
先
生
曰

は
く
、

１ 

吾
は
寧
ろ
憤
を
發
し
て
誠
を
陳
べ
、
帝
庭
に
讜
言
し
て
、

王
公
に
も
屈
せ
ざ
る
か
？

２ 

將は

た
卑
懦
委
隨
し
て
、
旨
を
承
け
倚
靡
し
、
面
従
を
爲
さ

ん
か
？

３
寧
ろ
愷
悌
し
て
弘
く
覆
ひ
、
施
し
て
德
と
せ
ざ
る
か
？

４
將
た
進
み
て
世
利
に
趣
き
、
苟
容
偸
合
せ
ん
か
？

５
寧
ろ
隱
居
し
て
義
を
行
ひ
、
至
誠
を
推
さ
ん
か
？

６
將
た
矯
誣
を
崇
飾
し
て
、
虛
名
を
養
は
ん
か
？
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二

７ 

寧
ろ
凶
佞
を
斥
逐
し
、
正
を
守
り
て
傾
か
ず
し
て
、
否
臧

を
明
ら
か
に
せ
ん
か
？

８ 
將
た
傲
倪
滑
稽
、
智
を
挾
み
術
に
任
じ
て
、
智
嚢
と
爲
ら

ん
か
？

９
寧
ろ
王
喬
・
赤
松
と
侶
と
爲
ら
ん
か
？

10
將
た
伊
摯
を
進
め
て
尚
父
を
友
と
せ
ん
か
？

11 

寧
ろ
鱗
を
隱
し
彩
を
藏
し
て
、
淵
中
の
龍
の
若
く
せ
ん

か
？

12 

將
た
翼
を
舒
ば
し
聲
を
揚
げ
、
雲
間
の
鴻
の
若
く
せ
ん

か
？

13 

寧
ろ
外
は
其
の
形
を
化
し
、
内
は
其
の
情
を
隱
し
、
身
を

屈
し
時
に
隨
ひ
、
陸
沈
し
て
名
無
く
、
人
間
に
在
り
と
雖

も
、
實
に
冥
冥
に
處
ら
ん
か
？

14 

將
た
激
昻
し
て
清
を
爲
し
、
鋭
思
し
て
精
を
爲
し
、
行
は

世
と
異
な
り
、
心
は
俗
と
并
は
せ
、
在
る
所
は
必
ず
聞
こ

え
、
恒
に
營
營
た
ら
ん
か
？

15 

寧
ろ
寥
落
閒
放
に
し
て
、
矜
尚
す
る
所
無
く
、
彼
我
を
一

と
爲
し
、
爭
は
ず
讓
ら
ず
、
心
を
皓
素
に
遊
ば
し
め
、
忽

然
と
し
て
坐
忘
し
、
羲
農
を
追
ひ
て
及
ば
ず
、
中
路
に
行

き
て
惆
悵
せ
ん
か
？

16 

將
た
慷
慨
以
て
壯
を
爲
し
、
感

し
て
以
て
亮
を
爲
し
、

上
は
萬
乘
を
干
し
、
下
は
將
相
を
凌
ぎ
、
其
の
容
を
尊
嚴

に
し
、
高
く
自
ら
矯
抗
し
、
常
に
職
を
失
ふ
が
如
く
、
恨

を
懷
き
怏
怏
た
ら
ん
か
？

17 

寧
ろ
貨
を
聚
む
る
こ
と
千
億
、
鍾
を
撃
ち
鼎
食
し
、
枕
藉

芬
芳
と
し
て
、
美
色
に
婉

せ
ん
か
？

18 

將
た
身
を
苦
し
め
力
を
竭
く
し
、
荊
棘
を
剪
除
し
、
山
居

谷
飲
し
、
巖
に
倚
り
て
息
は
ん
か
？

19 

寧
ろ
伯
奮
・
仲
堪
の
如
く
、
二
八
を
偶
と
爲
し
、
共
・
鯀

を
排
擯
し
、
所
を
失
は
し
め
ん
か
？

20 

將
た
箕
山
の
夫
・
白
水
の
女
（
潁
水
の
父
）
の
如
く
、
唐
・

虞
を
輕
賤
し
て
大
禹
を
笑
は
ん
か
？

21
寧
ろ
泰
山
の
隱
德
の
如
く
、
潛
讓
し
て
揚
ら
ざ
る
か
？

22 
將
た
季
札
の
節
義
を
顯
は
す
が
如
く
、
慕
ひ
て
子
臧
と
爲

ら
ん
か
？
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23 
寧
ろ
老
耼
の
清
淨
微
妙
の
如
く
、
玄
を
守
り
一
を
抱
か
ん

か
？

24 

將
た
莊
周
の
齊
物
變
化
の
如
く
、
洞
達
し
て
放
逸
せ
ん

か
？

25 

寧
ろ
夷
吾
の
束
縛
を
恡
せ
ざ
る
が
如
く
、
終
に
覇
功
を
成

さ
ん
か
？

26 

將
た
魯
連
の
輕
世
肆
志
す
る
が
如
く
、
高
談
從
容
せ
ん

か
？

27 

寧
ろ
市
南
子
の
神
勇
の
如
く
、
内
固
く
其
の
志
を
山
淵
に

せ
ん
か
？

28 

將
た
毛
公
藺
生
の
龍
驤
虎
歩
の
如
く
、
慕
ひ
て
壯
士
と
爲

さ
ん
か
？

此
れ
誰
か
得
、
誰
か
失
、
何
れ
か
凶
、
何
れ
か
吉
な
る
？

時
移
り
俗
易
は
り
、
貴
を
好
み
名
を
慕
ふ
、
臧
文
は
位
を
柳
季

に
譲
ら
ず
、
公
孫
は
美
を
董
生
に
歸
せ
ず
、
賈
誼
一
た
び
明
主

に
當
た
り
、
絳
灌
色
を
作
し
て
聲
を
揚
ぐ
。
況
ん
や
今
千
龍
並

び
馳
せ
、
萬
驥
徂
き
征
く
。
紛
紜
と
し
て
交
〻
競
ひ
、
逝
く
こ

と
流
星
の
若
し
。
敢
て
惟
思
し
て
、老
成
に
謀
ら
ざ
ら
ん
や
と
。

〈
第
三
段
〉

太
史
貞
父
曰
は
く
、
吾
れ
聞
け
り
、
至
人
は
（
観
）
相
せ
ず
、

達
人
は
（
亀
）
卜
せ
ず
と
。

先
生
の
若
き
は
、
文
明
中
に
在
り
て
、
見
素
表
璞
し
、
内
は

心
に
愧
ぢ
ず
、
外
は
俗
に
負そ

む

か
ず
。
交
は
り
は
利
の
爲
に
せ

ず
、
仕
は
禄
を
謀
ら
ず
、
古
今
を
鑒み

て
、
滌
情
し
て
欲
を
蕩

に
す
。
夫
れ
是
く
の
如
く
し
て
呂
梁
以
て
遊
ぶ
べ
く
、
湯
谷

以
て
浴
す
べ
く
、
方
に
將
に
大
鵬
を
南
溟
に
觀
ん
と
す
。
又

何
ぞ
人
間
の
委
曲
を
憂
へ
ん
や
。

　

以
上
が
「
卜
疑
集
」
の
構
成
・
訓
訳
で
あ
る
。
こ
の
全
容
を
踏
ま

え
て
、
次
項
で
は
文
学
発
想
及
び
そ
の
系
列
に
つ
い
て
論
を
進
め
、

そ
の
後
項
で
こ
の
内
容
に
関
し
て
論
じ
る
。

五
、「
卜
疑
集
」
と
楚
辞
と

　

嵆
康
の
「
卜
疑
集
」
を
検
討
す
る
と
、
騒
擾
の
時
代
に
逢
着
し
た
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読
書
人
の
思
想
的
葛
藤
や
逡
巡
、
苦
悶
に
満
ち
た
彷
徨
を
読
み
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
勿
論
思
想
史
の
視
座
か
ら
の
検
討
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
筆
者
は
尚
お
楚
辞
と
の
関
係
性

を
、
文
学
系
列
の
側
面
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、「
卜
疑
集
」

が
文
学
様
式
か
ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
楚
辞
「
卜
居
」
形
態
を
踏
襲

し
、
そ
こ
に
文
学
の
系
譜
を
辿
る
こ
と
は
、
当
時
の
人
士
が
、「
卜

居
」
を
想
起
し
つ
つ
、
こ
の
作
品
を
受
容
し
た
と
容
易
に
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
分
析
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、
後
述
の
よ
う

に
、
藤
野
岩
友
博
士
の
提
唱
さ
れ
た
学
説
（
以
下
、
師
説
）
を
通
し

て
考
察
す
る
の
が
早
道
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
作
品
の
第
二

段
落
に
見
え
る
選
択
疑
問
の
表
現
の
内
に
、連
問
発
想
が
看
取
さ
れ
、

更
に
そ
れ
は
こ
の
「
卜
疑
集
」
が
、
卜
辞
を
原
委
と
す
る
系
列
の
中

に
、
位
置
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

卜
辞
を
原
委
と
す
る
〈
占
卜
文
学
〉
は
、
後
に
い
わ
ゆ
る
「
設
問

文
学
」
と
「
問
答
文
学
」
と
を
生
み
出
す
に
至
る
。
そ
の
両
文
学
は
、

文
学
発
生
論
の
観
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
無
論
同
源
の
も
の
と
言
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
二
種
の
卜
辞
が
、「
設
問
文
学
」
と
「
問

答
文
学
」
を
発
生
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
占
卜
の
懐
疑
発
想
が
、
よ

り
先
ん
じ
て
「
設
問
文
学
」
を
、
よ
り
遅
れ
て
「
問
答
文
学
」
を
発

生
さ
せ
る
道
を
辿
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
類
の
文
学
が

同
源
で
あ
る
こ
と
は
、
師
説
に
於
て
、「
設
問
文
学
」
に
〈
卜
問
系

文
学
〉、「
問
答
文
学
」
に
〈
占
卜
系
文
学
〉
と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る（
７
）。

　

し
た
が
っ
て
、
嵆
康
「
卜
疑
集
」
が
、
同
源
で
あ
る
が
故
に
、
そ

の
い
ず
れ
の
文
学
系
列
に
連
な
る
べ
き
作
品
で
あ
る
か
は
、
議
論
が

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
卜
疑
集
」
に
つ
い
て
、
張
運
泰
は
次
の
よ
う
に
注
す
る
。

機
軸
に
屈
平
の
「
卜
居
」
を
胎
せ
し
め
、
而
し
て
玄
致
素
衷
、

冲
靜
間
放
な
る
こ
と
、
則
ち
廣
陵
一
曲
の
如
く
、
聲
調
絶
倫
た

り
。

機
軸
胎
于
屈
平
卜
居
、
而
玄
致
素
衷
、
冲
靜
間
放
、
則
如
廣
陵

一
曲
、
聲
調
絶
倫
。

 

（『
嵆
康
集
校
注
』
巻
三
所
引
）

　

右
の
よ
う
に
讃
辞
を
以
て
評
し
、「
卜
疑
集
」
の
先
行
作
品
の
範

た
る
も
の
と
し
て
、
楚
辞
「
卜
居
」
を
挙
げ
る
。
諸
家
の
言
及
も
概

ね
こ
の
張
説
に
近
く
、例
え
ば
、厳
可
均
は
「
案
ず
る
に
此
れ
「
卜
居
」

に
擬
す
（
案
此
擬
卜
居
）」（『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』「
全

三
國
文
」
巻
四
十
七
）
と
言
い
、
夏
明
釗
が
「
卜
疑
的
形
式
、
明
顕

濫
觴
于
屈
原
的
卜
居
」（『
嵆
康
集
訳
注
』
解
題
）
と
す
る
。
こ
れ
ら

は
、「
卜
疑
集
」
と
「
卜
居
」
の
連
問
部
分
が
、
後
述
す
る
よ
う
に

同
型
で
あ
り
、
ま
た
「
卜
疑
集
」
の

吾
れ
疑
ふ
所
有
り
、
願
は
く
は
子
之
を
卜
せ
よ
。
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吾
有
所
疑
、
願
子
卜
之
。

と
、「
卜
居
」
の

吾
れ
疑
ふ
所
有
り
、
願
は
く
は
先
生
に
因
り
て
之
を
決
せ
よ
。

吾
有
所
疑
、
願
因
先
生
決
之
。

と
の
序
が
、
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
な
る
。
し
た
が
っ
て
右
掲

の
よ
う
に
諸
家
が
一
様
に
〈
卜
疑
集
＝
卜
居
〉
と
捉
え
る
の
で
あ
れ

ば
、「
卜
疑
集
」
は
当
然
「
問
答
」
で
あ
っ
て
、
師
説
「
問
答
文
学
」

の
系
列
に
置
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、「
卜
居
」
と
「
卜
疑
集
」

は
、
外
形
の
類
似
を
以
て
同
系
統
の
作
品
と
し
て
位
置
付
け
て
問
題

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
そ
の
考
察
に
先
立
っ
て
、楚
辞
「
卜
居
」
の
構
成
を
示
そ
う
。

　
〈「
卜
居
」
の
構
成
〉

　
　

Ａ
〔
叙
事
〕：
序
に
当
た
る
部
分

　
　
　
　

←

　
　

Ｂ
〔
問
答
〕：
稽
問
者
屈
原
と
太
卜
鄭
詹
尹

　
　
　
　

←

　
　

Ｃ
〔
連
問
〕：
寧
〜
乎
、
將
〜
乎　

十
八
条
↓
↓ 

　
　
　
　

←　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説

　
　

Ｄ
〔
意
思
の
確
定
〕：
屈
原
の
意
思
の
確
定　
　

野

　
　
　
　

←　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

　
　

Ｅ
〔
最
終
的
答
弁
〕：
占
断
の
放
棄
↑
↑
↑
↑
↑ 

　

右
の
構
成
で
は
〈
Ｃ
〉
↓
〈
Ｅ
〉
の
展
開
に
留
意
す
べ
き
点
が
存

す
る
。
藤
野
説
で
は
、〈
Ｃ
〉
↓
〈
Ｅ
〉
に
直
接
結
び
つ
け
て
図
式

化
さ
れ
て
い
る
が
、
子
細
に
内
容
を
分
析
す
れ
ば
、〈
Ｄ
〉
の
要
素

の
存
在
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
〈
Ｃ
〉
の
〔
連
問
〕
の
直
後
の
〈
Ｄ
〉
は
、
第
二
段
落
の
結
末
部

分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

世
溷
濁
し
て
清
ま
ず
、
蟬
翼
（
世
に
不
要
な
軽
薄
人
）
を
重
し

と
爲
し
、千
鈞
（
世
に
不
可
欠
な
重
要
人
物
）
を
輕
し
と
爲
す
。

黃
鍾
（
偉
大
な
る
人
物
）
を
毀
棄
し
、
瓦
釜
（
小
人
）
を
雷
の

ご
と
く
鳴
ら
す
。
讒
人
は
高
く
張
り
、
賢
士
は
名
無
し
。
吁
嗟

黙
黙
た
ら
ん
。
誰
か
吾
の
廉
貞
を
知
ら
ん
や
。

世
溷
濁
而
不
清
。
蟬
翼
爲
重
、
千
鈞
爲
輕
、
黃
鍾
毀
棄
、
瓦
釜

雷
鳴
。
讒
人
高
張
、賢
士
無
名
。
吁
嗟
黙
黙
兮
誰
知
吾
之
廉
貞
。

 

（『
楚
辭
章
句
』
巻
六
「
卜
居
章
句
第
六
」）

と
あ
っ
て
、
自
矜
を
以
て
結
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
、
自
己
の
正
当
性
の
披
瀝
、
自
己
肯
定
の
強
烈
な
発
露
で

あ
っ
て
、〈
連
問
の
後
の
反
語
化
〉
と
い
う
構
成
と
な
る
楚
辞
「
天

問
」
の
発
想
に
酷
似
す
る
。
そ
の
後
に
置
か
れ
た
〈
Ｅ
〉
は
、
占
筮

者
の
最
終
的
答
弁
で
あ
る
が
、
太
卜
・
鄭
詹
尹
は
、
稽
問
者
・
屈
原

の
質
問
の
形
式
は
採
る
も
の
の
、
そ
れ
が
執
拗
に
連
問
さ
れ
る
こ
と

で
、
激
し
い
自
己
主
張
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
譲
っ
て
、「
策
を
釋
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て
て
謝
（
辞
退
）
し
て
（
釋
策
而
謝
）」、「
寧
〜
乎
・
將
〜
乎
」
の

選
択
辞
退
を
以
て
占
断
を
放
棄
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
卜
疑
集
」
の
太
史
・
貞
父
は
、
占
筮
を
放
棄

し
て
は
い
な
い
。
所
謂
〈
連
問
文
学
〉
は
、
そ
の
発
想
の
原
委
は
、

懐
疑
を
記
し
た
最
古
の
言
辞
と
し
て
卜
辞
に
溯
る
。
そ
し
て
、
卜
問

や
祝
辞
（
祷
辞
）
等
と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
神
意
の
啓
示
が
併
記
さ

れ
る
こ
と
で
、〈
問
答
文
学
〉
の
原
初
的
様
式
は
構
成
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、〈
人
か
ら
神
へ
〉
の
卜
辞
に
よ
る
懐
疑
の
表
出
と
、〈
神
か
ら

人
へ
〉
の
繇
辞
が
神
意
と
し
て
啓
示
さ
れ
る
こ
と
で
、〈
問
〉
と
〈
答
〉

と
の
併
立
が
漸
く
成
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
卜
居
」
の
構
成
を
承
け
て
、「
卜
疑
集
」
の
連
問
〈
Ｃ
〉

の
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。「
卜
疑
集
」
の
連
問
部
分
は
、

寧
…
…
ａ
…
…
乎
？　

將
…
…
ｂ
…
…
乎
？

　
「
卜
居
」
の
連
問
部
分
も

寧
…
…
ａ
…
…
乎
？　

將
…
…
ｂ
…
…
乎
？

と
、
両
篇
共
通
の
形
態
で
あ
る
。「
卜
居
」
に
於
て
は
、
屈
原
が
鄭

詹
尹
に
ａ
・
ｂ
い
ず
れ
を
選
択
す
べ
き
か
を
問
う
。
し
か
し
、
連
問

を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
構
成
〈
Ｄ
〉
に
至
っ
て
、
問
ａ
の
正

し
さ
を
強
調
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
問
の
結
果
、
自

己
の
確
信
を
得
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
句
法
と
し
て
は
、「
連
問
」

が
続
い
た
後
の
断
定
・
反
語
化
で
あ
る
。
こ
の
発
想
の
構
成
が
、「
天

問
」
の
構
成
と
酷
似
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
百
七
十
余
の
質

問
が
連
続
し
て
〈
連
問
〉
と
な
る
だ
け
の
形
態
の
「
天
問
」
で
は
あ

る
が
、
連
問
↓
断
定
・
反
語
化
と
い
う
発
想
の
構
成
に
着
眼
す
れ
ば
、

形
態
は
〈
問
・
答
〉
を
と
る
に
せ
よ
、「
卜
問
」
が
「
天
問
」
の
〈
連

問
〉
主
体
の
発
想
と
同
質
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
卜
疑
集
」
に
は
、「
卜
居
」
の
構
成
〈
Ｄ
〉
に
相
当
す
る
部
分
が

な
い
。
こ
れ
は
、
作
品
の
修
辞
上
の
、
或
い
は
単
純
化
に
よ
る
軽
微

な
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、単
な
る
「
卜
居
」
の
簡
略
化
・

省
略
形
で
あ
っ
て
、
論
ず
る
に
足
ら
な
い
変
化
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
構
成
〈
Ｄ
〉
部
分
は
、
連
問
の
果
て
に
得
ら
れ
る
自
己
の
意
思

の
確
定
で
あ
っ
て
、
混
惑
を
抱
懐
し
て
竟
に
占
卜
に
委
ね
よ
う
と
し

た
過
去
の
自
己
と
の
訣
別
で
も
あ
る
。こ
れ
が
無
け
れ
ば
、構
成〈
Ｅ
〉

の
占
断
の
放
棄
は
有
り
得
な
い
。
こ
の
発
想
を
欠
く
「
卜
疑
集
」
は
、

単
純
に
そ
の
表
現
形
式
を
以
て
「
卜
居
」
の
後
継
と
は
な
り
得
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
の
変
容
を
、
嵆
康
の
思
考
の
新
意
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　
「
卜
疑
集
」
の
宏
達
先
生
は
、
己
が
人
生
を
最
後
ま
で
迷
い
抜
き
、

処
世
を
太
史
貞
父
の
占
断
に
委
ね
よ
う
と
す
る
意
思
の
み
が
確
定
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
二
段
落
末
尾
に
「
敢
て
惟
思
し
て
老
成
に
謀

ら
ざ
ら
ん
や
（
敢
不
惟
思
謀
於
老
成
哉
）」
と
あ
る
こ
と
で
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
、「
天
問
」
と
「
卜
居
」
と
の
異
同
は
、
連
問
が
二
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嵆
康
「
卜
疑
集
」
管
窺 

四
七

者
択
一
・
選
択
疑
問
と
な
っ
て
複
雑
化
し
た
点
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

点
に
於
て
、
前
述
し
た
通
り
、「
卜
居
」
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
こ

と
に
異
議
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
卜
居
」
と
「
卜

疑
集
」の
決
定
的
な
差
違
を
指
摘
し
な
い
こ
と
は
、許
さ
れ
な
い
。「
卜

居
」
に
於
て
、
ａ
・
ｂ
の
択
一
は
、
儒
・
道
の
有
様
が
極
め
て
明
白

で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
卜
疑
集
」
に
は
、
思
想
的
混
迷
が
刻
み
続

け
ら
れ
、択
一
が
明
白
に
為
し
得
な
い
連
問
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
卜
問
」
の
よ
う
に
、
択
一
形
態
に
借
り
て
自
己
の
確
信
を
定
立
す

る
作
品
と
、「
卜
疑
集
」
に
於
て
、択
一
設
問
を
択
一
で
き
な
い
ま
ま
、

自
己
の
安
寧
か
ら
よ
り
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
作
品
は
、
そ
の
差
異
は
決

し
て
小
さ
く
は
な
い
。
ま
た
そ
の
差
異
こ
そ
が
嵆
康
の
独
自
性（〈
新

意
〉）
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
嵆
康
が
こ
の
作
品
に
託
し
た

意
思
を
論
ず
べ
き
と
考
え
る
。

　
「
卜
疑
集
」
が
即
ち
に
「
卜
居
」
の
継
承
足
り
得
な
い
こ
と
は
こ

こ
ま
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
稽
問
者
の
意
思
の
確
定
を
欠
く
こ

と
は
、「
卜
疑
集
」
を
「
卜
居
」
に
見
ら
れ
た
〈
問
答
文
学
〉
と
定

義
づ
け
る
こ
と
の
不
可
能
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、こ
の「
卜

疑
集
」
を
「
問
答
」
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
を
「
設
問
」
に
見
て
い

た
言
説
と
し
て
、明
・
張
溥
編
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
』
は
、「
嵆

中
散
集
」〈
説
難
〉
の
項
に
「
卜
疑
集
」
を
収
録
す
る
。〈
説
難
〉
と

は
、「
其
の
辭
を
鋪
設
し
、
以
て
難
を
發
す
（
鋪
設
其
辭
、
以
發
難
）」

（『
資
治
通
鑑
』「
漢
紀
」
順
帝
注
）
で
あ
る
。
こ
の
〈
説
難
〉
と
は
、

「
問
難
を
設
け
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
問
答
」
形
態
で
は
な
く
、「
問
う
」

と
い
う
行
為
自
体
に
主
体
が
あ
る
〈
設
問
〉
の
発
想
で
あ
る
。
張
溥

も
あ
る
い
は
「
卜
疑
集
」
を
〈
設
問
文
学
〉
と
認
め
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。

　

筆
者
は
「
卜
疑
集
」
を
、
懐
疑
思
想
を
基
底
に
抱
く
〈
設
問
〉
を

主
体
と
し
、〈
問
答
〉
形
態
を
借
り
つ
つ
、
自
己
の
思
想
的
懊
悩
を

吐
露
し
た
複
雑
な
文
学
作
品
で
あ
ろ
う
と
み
て
い
る
。

六
、「
卜
疑
集
」
に
見
え
る
思
想
的
彷
徨

　

溷
濁
の
現
実
社
会
に
逢
着
し
た
読
書
人
は
、
概
ね
韜
晦
を
旨
と
し

て
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
嵆
康
は
そ
の
韜
晦
に

徹
し
切
れ
ず
に
煩
悶
し
、
そ
の
逡
巡
を
抉
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
鬱

結
錯
節
し
た
自
己
の
心
情
を
、「
卜
疑
集
」
に
凝
縮
さ
せ
た
感
が
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
「
卜
疑
集
」
の
思
想
的
多
岐
性
に
は
、
刮
目
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
筆
者
は
本
稿
前
項
で
、
嵆
康
を
「
純
道
家
」
と
規
定

し
た
り
儒
・
道
一
方
に
偏
す
る
思
想
傾
向
で
は
な
い
旨
を
論
述
し
た

が
、
こ
こ
で
「
卜
疑
集
」
の
内
容
か
ら
、
彼
の
思
想
的
彷
徨
の
若
干

を
摘
出
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

四
八

　
「
卜
疑
集
」
の
第
一
段
は
、「
有
宏
達
先
生
者
〜
吾
有
所
疑
、
願
子

卜
之
」
で
あ
る
が
、
こ
の
段
に
は
創
作
意
図
を
窺
知
せ
し
め
る
も
の

が
あ
る
。
嵆
康
が
時
代
の
不
確
実
性
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る
状
況
を
、

宏
達
先
生
の
口
述
に
借
り
て
語
ら
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
冒
頭
部

分
は
、〈
誇
尚
〉
の
発
想
が
強
い
。
し
か
し
、「
世
俗
膠
加
、
人
情
萬

端
」
た
る
世
の
趨
勢
に
、
隠
遁
へ
の
羨
望
を
表
明
し
て
「
思
丘
中
之

隱
士
、
樂
川
上
之
執
竿
」
と
言
い
、
我
が
身
の
処
世
を
占
断
に
委
ね

よ
う
と
す
る
。
こ
の
「
世
俗
膠
加
、人
情
萬
端
」
の
世
で
な
け
れ
ば
、

嵆
康
は
、
当
然
「
宦
仕
」
の
社
会
に
在
り
た
い
と
欲
し
て
い
た
に
相

違
な
い
。

　

つ
ま
り
、
儒
家
と
し
て
の
生
を
全
う
す
る
こ
と
が
、
あ
ま
り
に
も

危
険
に
満
ち
た
、
司
馬
氏
の
主
宰
す
る
欺
瞞
的
儒
家
社
会
で
は
実
現

不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
悉
し
、
消
極
的
に
老
荘
的
韜
晦
の
中
に
追

い
込
ま
れ
て
ゆ
く
読
書
人
の
姿
が
、
彼
に
占
断
を
選
ば
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

嵆
康
に
は「
與
山
巨
源
絶
交
書
」で「
老
子
・
荘
周
は
吾
が
師
な
り
」

と
、道
家
を
標
榜
す
る
表
明
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、連
問
第
五
条
「
寧

ろ
隠
居
し
て
義
を
行
な
ひ
、
至
誠
を
推
さ
ん
か
（
寧
隱
居
行
義
、
推

至
誠
乎
）」
は
、『
論
語
』
季
氏
篇
「
隱
居
し
て
以
て
其
の
志
を
求
め
、

義
を
行
な
ひ
て
以
て
其
の
道
を
達
す
（
隱
居
以
求
其
志
、
行
義
以
達

其
道
）。」
や
、『
禮
記
』
中
庸
篇
「
惟
だ
天
下
の
至
誠
、
能
く
其
の

性
を
盡
く
す
を
爲
す
（
惟
天
下
至
誠
、爲
能
盡
其
性
）。」
等
に
拠
り
、

儒
家
的
行
世
へ
の
思
慕
も
断
ち
切
れ
な
い
ま
ま
に
述
べ
て
い
る
。

　

連
問
第
十
五
条
「
彼
我
を
一
と
爲
し
、
爭
は
ず
讓
め
ず
…
…
心
を

皓
素
に
遊
ば
せ
、
忽
然
と
し
て
坐
志
し
」
は
、『
荘
子
』
齊
物
論
篇

の
「
萬
物
與
我
爲
一
」
や
大
宗
師
篇
の
「
堕
肢
體
、

聰
明
、
離
形

去
知
、
同
於
大
道
、
此
謂
坐
志
。」
等
に
拠
る
。
こ
こ
で
の
「
坐
志
」

は
、
自
己
も
現
実
も
忘
却
す
る
こ
と
で
、
只
管
天
地
自
然
の
そ
の
ま

ま
に
在
る
働
き
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
委
せ
、「
天
地
の
一
氣
に
遊
ぶ
」

と
い
う
絶
対
者
の
境
地
と
ひ
と
ま
ず
解
し
て
お
く
。
そ
し
て
ま
た
前

者
は
、
斉
物
思
想
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
現
象
に
捉
わ
れ
た
主
観
に

偏
し
た
判
断
を
棄
却
し
、
専
ら
根
源
的
で
唯
一
の
理
法
に
因
り
循
っ

て
行
く
と
す
る
「
因
循
思
想
」
で
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
思
惟
か
ら

は
、「
死
生
一
如
」
の
諦
念
も
、「
胡
蝶
の
夢
」
の
世
俗
超
越
の
観
念

も
、
容
易
に
嵆
康
の
思
索
へ
と
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
嵆
康
の
老
荘
理
解
は
、
そ
れ
が
己
の
生
を
賭
け
た
処
世

に
連
続
し
て
し
ま
う
た
め
、
知
識
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
選
択
自

体
が
現
実
社
会
に
於
け
る
意
味
を
持
た
せ
、
あ
る
場
合
に
は
政
治
的

色
彩
を
帯
び
さ
せ
る
懸
念
す
ら
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
単

純
勁
烈
に
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
ま
ま
、
各
連
問
の
間

に
選
択
を
逡
巡
し
な
が
ら
彷
徨
す
る
姿
が
見
出
さ
れ
よ
う
。
第
十
六
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嵆
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管
窺 

四
九

条
の
「
常
に
職
を
失
ふ
が
如
く
、恨
を
懷
き
て
怏
怏
た
ら
ん
か
」
は
、

楚
辞
「
九
辯
」
の
「
貧
士
失
職
而
志
不
平
」
に
拠
る
よ
う
に
、
い
わ

ゆ
る
賢
人
失
志
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
、
未
だ
「
宦
仕
」
の
社
会
へ
の

執
着
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
第
十
五
条
の
荘
子
的
処
世
と
対

立
す
る
。

　

ま
た
、
連
問
第
二
十
条
「
將
た
箕
山
の
夫
・
白
水
の
女
（
潁
水
の

父
）
の
如
く
、
唐
・
虞
を
輕
賤
し
て
大
禹
を
笑
は
ん
か
」
は
儒
教
の

聖
人
に
対
す
る
軽
侮
で
あ
り
、
婁
々
引
用
し
て
き
た
「
非
湯
武
薄
周

孔
」
と
軌
を
一
に
す
る
。
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
「
宦
仕
」
の
抛

擲
も
意
味
し
よ
う
。

　

で
は
、「
老
荘
を
師
と
す
」
と
表
明
し
た
嵆
康
は
、
道
家
思
想
を

一
元
的
価
値
と
認
識
す
る
粗
放
さ
の
中
に
在
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
関
し
て
は
、
連
問
第
二
十
三
・
二
十
四
条
の
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。

23 

寧
ろ
老
耼
の
清
淨
微
妙
の
如
く
、
玄
を
守
り
一
を
抱
か
ん

か
？

24 

將
た
莊
周
の
齊
物
變
化
の
如
く
、
洞
達
し
て
放
逸
せ
ん
か
？

　

こ
の
二
条
で
は
、
老
子
・
荘
子
が
対
峙
す
る
。
つ
ま
り
、
道
家
思

想
と
て
一
様
一
元
で
は
な
く
、
老
子
・
荘
子
を
包
摂
的
に
同
一
視
せ

ず
に
、峻
別
し
よ
う
と
す
る
視
座
が
あ
る
。
老
子
流
の
静
的
処
世
と
、

荘
子
流
の
動
的
処
世
と
に
敢
え
て
二
分
し
て
見
せ
、
し
か
も
そ
の
両

者
に
も
困
惑
を
隠
さ
ず
占
断
に
委
ね
て
い
る
わ
け
で
、
た
と
え
道
家

者
と
し
て
の
存
在
を
容
認
し
て
も
、
彼
は
未
だ
躊
躇
し
続
け
る
よ
う

で
あ
る（
８
）。

　

第
二
十
三
条
の
老
子
的
処
世
に
は
、
常
に
世
俗
的
関
心
、
現
実
的

関
心
が
極
め
て
強
く
、
そ
れ
だ
け
政
治
的
で
あ
る
が
、
第
二
十
四
条

の
荘
子
的
処
世
は
超
越
的
で
あ
っ
て
、宗
教
的
意
味
が
非
常
に
強
く
、

脱
政
治
的
で
あ
る
。
嵆
康
は
こ
の
二
者
の
間
で
も
迷
い
を
捨
て
切
れ

な
い
。
理
想
の
処
世
を
、
老
子
・
荘
子
の
思
想
的
枠
組
の
中
に
限
っ

て
探
求
す
る
こ
と
に
、
儒
家
の
価
値
を
知
悉
し
て
い
る
だ
け
に
、
彼

に
於
て
思
索
の
動
揺
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
第
二
十
三
・
二
十
四
条
の
問
辞
か
ら
窺
知
で
き
る
嵆
康
像
は
、

複
雑
多
岐
（
世
俗
膠
加
・
人
情
萬
端
）
な
不
確
実
な
社
会
に
在
っ
て
、

我
が
身
の
処
世
を
、
内
な
る
自
己
に
対
し
て
さ
え
偽
ろ
う
と
し
な
い

誠
実
な
哲
人
の
姿
で
あ
る
。
人
生
に
誠
実
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
懐
疑

精
神
は
旺
盛
と
な
り
、
処
世
は
困
迷
を
極
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
第
十
三
条
に
も
こ
の
動
揺
は
看
取
さ
れ
る
。

13 

寧
ろ
外
は
其
の
形
を
化
し
、
内
は
其
の
情
を
隱
し
、
身
を
屈

し
時
に
隨
ひ
、
陸
沈
し
て
名
無
く
、
人
間
に
在
り
と
雖
も
、

實
に
冥
冥
に
處
ら
ん
か
？

　

右
は
真
に
没
社
会
的
人
間
た
り
得
な
い
、
自
己
へ
の
〈
設
難
〉
と

捉
え
得
る
。
更
に
第
十
四
条
で
は
、

14
行
は
世
と
異
な
り
、
心
は
俗
と
并
は
せ
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と
言
い
、い
わ
ゆ
る
「
陸
沈
」
な
る
処
世
へ
の
傾
斜
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
「
陸
沈
」
の
語
は
、『
莊
子
』
則
陽
篇
に
見
え
る（
９
）が
、
こ
れ
は
、

俗
世
に
在
っ
て
俗
世
と
歩
み
を
異
に
す
る
処
世
で
あ
る
。
そ
れ
は

〈
俗
〉に
在
っ
て〈
俗
〉を
超
越
す
る
理
想
的
な
生
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
史
記
』
滑
稽
列
傳
第
六
十
六
「
東
方
朔
」
に
も
、「
陸
沈
」
の
語
は

あ
る
。朔

曰
は
く
、
朔
等
の
如
き
は
、
所
謂
世
を
朝
廷
の
間
に
避
く
る

者
な
り
。
古
の
人
、乃
ち
世
を
深
山
の
中
に
避
く
。
時
坐
席
中
、

酒
酣
な
る
と
き
、
地
に
據
り
て
歌
ひ
て
曰
は
く
、

俗
に
陸
沈
し
、
世
を
金
馬
門
に
避
く
、

宮
殿
中
以
て
世
を
避
け
て
身
を
全
う
す
べ
し
。

何
ぞ
必
ず
し
も
深
山
の
中
、
蒿
廬
の
下
な
ら
ん
。

　

右
の
「
陸
沈
」
は
、
漢
武
帝
の
盛
世
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は

な
る
ま
い
。
東
方
朔
が
「
陸
沈
」
の
処
世
を
為
し
得
た
の
は
、
こ
の

武
帝
治
世
の
安
達
が
も
た
ら
し
た
果
報
で
あ
ろ
う
。王
朝
の
盛
世
に
、

上
下
秩
序
が
厳
然
と
し
た
儒
教
支
配
の
下
で
あ
れ
ば
、「
陸
沈
」
も

ま
た
「
朝
隠
」
も
可
能
と
な
る
。
安
定
し
た
社
会
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

に
対
す
る
隠
逸
も
、
迫
害
さ
れ
る
程
の
危
険
も
無
く
、
そ
の
姿
勢
す

ら
朝
政
の
中
に
還
元
さ
れ
る
余
裕
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
こ
の
様
な
処
世
が
、
魏
晋
の
世
に
、
嵆
康
の
よ
う
な
世
に
知

ら
れ
た
読
書
人
に
於
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な

く
不
可
で
あ
る
。

　

言
志
・
載
道
の
思
潮
は
、
前
者
が
道
家
的
で
あ
り
、
後
者
が
儒
家

的
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
前
提
に
立
て
ば
、
道
家
は
、
元
来
乱
世

の
思
想
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
が
判
か
る
。
乱
世
に
儒
家
的
載
道
の

主
張
を
す
れ
ば
、
直
ち
に
生
命
の
危
機
に
陥
る
。
そ
れ
が
、
魏
晋
の

よ
う
な
偽
載
道
の
世
で
あ
れ
ば
、
一
層
の
危
険
が
潜
ん
で
い
よ
う
。

こ
の
時
代
の
知
識
人
が
、
己
が
保
身
の
た
め
に
、
本
来
志
向
す
べ
き

政
治
へ
の
言
説
を
、
文
学
・
芸
術
の
方
向
に
向
け
た
の
は
、
当
然
の

理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
読
書
人
は
、
心
内
の
真
実
は
ど
う

あ
れ
、
老
荘
へ
と
傾
斜
し
、
そ
の
際
に
は
〈
随
順
〉
を
選
ぶ
か
、〈
自

適
〉
を
選
ぶ
か
の
処
世
し
か
、
現
実
的
生
へ
の
可
能
性
は
な
い
。
前

者
は
老
子
の
「
自
然
」
へ
の
志
向
で
あ
り
、後
者
は
荘
子
の
「
自
適
」

へ
の
志
向
で
あ
る
。
こ
の
第
二
十
三
・
二
十
四
条
の
選
択
は
、
自
ら

の
生
を
保
全
す
た
め
に
は
、
最
も
現
実
的
で
、
最
も
切
実
な
選
択
を

迫
る
。
そ
こ
に
は
、
政
治
性
と
非
政
治
性
の
問
題
は
孕
む
が
、
嵆
康

は
そ
れ
す
ら
占
断
に
委
ね
て
し
ま
う
。
こ
の
一
見
不
徹
底
な
哲
人
像

は
、
む
し
ろ
嵆
康
が
自
己
の
生
き
方
に
誠
実
で
、
追
求
し
て
や
ま
な

い
生
真
面
目
さ
を
物
語
っ
て
も
い
よ
う
。

　

筆
者
は
、「
卜
疑
集
」
は
、
嵆
康
が
当
然
の
政
治
的
欺
瞞
を
追
求

し
続
け
、
現
実
社
会
へ
の
深
刻
な
懐
疑
が
動
機
と
な
っ
て
、
生
み
出
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一

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
、
結
言

　
「
卜
疑
集
」
第
三
段
落
の
諺
語
的
表
現
「
至
人
不
相
」
は
、『
史
記
』

蔡
澤
列
傳
「
唐
挙
曰
は
く
、吾
聞
く
『
聖
人
は
相
せ
ず
』
と
（
唐
挙
曰
、

吾
聞
聖
人
不
相
）。」
に
、「
達
人
不
卜
」
は
、『
左
傳
』
哀
公
十
八
年
「
聖

人
は
卜
筮
を
煩
せ
ず
（
聖
人
不
煩
卜
筮
）。」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
超
越
者
な
る
者
の
「
相
・
卜
」
否
定
の
態
度
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
敢
え
て
実
行
す
る
者
は
、
現
実
社
会
へ
の
固
執
者

で
あ
っ
て
、
超
越
に
生
き
る
者
の
行
為
で
は
な
い
と
す
る
。

　

楚
辞
「
卜
居
」
は
、
太
卜
鄭
詹
尹
が
、「
釈
策
而
謝
」
と
言
う
よ

う
に
、
こ
ち
ら
は
占
断
の
拒
絶
で
あ
る
が
、「
卜
疑
集
」
の
太
史
貞

父
の
態
度
は
、
こ
れ
程
強
く
は
な
い
。
宏
達
先
生
を
「
至
人
」・「
達

人
」
と
評
価
し
て
、「
相
・
卜
」
の
要
を
認
め
な
か
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。
太
史
貞
父
は
、
最
後
に
は
「
方
將
觀
大
鵬
於
南
溟
、
又
何
憂
於

人
間
之
委
曲
」
と
言
い
、
俗
世
の
下
劣
で
煩
瑣
な
案
件
に
心
を
悩
ま

せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
忠
告
し
て
結
ぶ
。
前
句
は
『
荘
子
』
逍
遥
遊

篇
「
北
溟
有
魚
、
其
名
爲
鯤
、
化
而
爲
鳥
、
其
名
爲
鵬
」
に
拠
る
が
、

こ
の
「
逍
遥
」
と
は
、
一
切
の
人
為
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
在
の
境
地

を
言
う
。
そ
し
て
、「
大
鵬
」
は
、
世
俗
と
次
元
を
異
に
す
る
世
界

（
天
地
）
へ
と
飛
翔
す
る
が
、
こ
れ
が
「
無
翼
を
以
て
飛
ぶ
」（
人
間

世
篇
）
と
言
う
観
念
の
世
界
で
の
飛
翔
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
こ
そ

「
至
人
」が
存
在
し
、そ
の
処
世
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の「
至

人
」
は
自
意
識
を
投
擲
し
て
無
限
の
天
地
に
遊
ぶ
存
在
で
あ
る
。
無

窮
の
世
界
に
逍
遥
し
て
遊
ぶ
「
至
人
」
は
荘
子
的
絶
対
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
限
り
に
於
て
非
現
実
的
で
あ
り
、
か
つ
脱
政
治
的
で
あ
る
。
少

く
と
も
世
俗
的
側
面
を
持
つ
老
子
的
な
あ
り
方
で
は
な
い
。「
卜
疑

集
」
第
三
条
に
つ
い
て
、
夏
明
釗
は
『
嵆
康
集
訳
注
』
解
題
で
、「
写

太
史
貞
父
的
回
答
、
実
際
上
是
嵆
康
本
人
的
自
解
自
慰
、
夫
子
自
道
」

と
評
す
る
の
も
首
肯
で
き
る
所
以
で
あ
る
。

　

嵆
康
が
思
想
的
彷
徨
の
末
に
漸
く
探
り
得
た
世
界
は
、
荘
子
的
処

世
を
冀
求
す
る
次
元
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
即
荘
子
的
思

想
家
た
り
得
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

注（
１
） 　
「
卜
疑
集
」
の
専
論
に
は
、
大
上
正
美
氏
「
卜
疑
」
試
論
（『
阮
籍
・
嵆

康
の
文
學
』
第
四
章
・
創
文
社
・
二
〇
〇
〇
年
二
月
）、
馬
場
英
雄
氏
『
嵆

康
の
思
想
』
第
七
章
・
嵆
康
に
お
け
る
「
自
得
」
と
「
兼
善
」
の
問
題
に

つ
い
て―

「
卜
疑
集
」
と
「
釈
私
論
」―

、
第
八
章
・
嵆
康
に
お
け
る
「
名

教
」
問
題
と
「
卜
疑
集
」
に
つ
い
て
（
明
治
書
院
・
二
〇
〇
八
年
三
月
）、

峯
吉
正
則
氏
「
卜
疑
」（
國
學
院
大
學
『
漢
文
學
會
々
報
』
第
十
九
輯
・
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一
九
七
四
年
二
月
）、
松
浦
崇
氏
「
嵆
康
と
楚
辞
」（『
中
国
詩
人
論　

岡
村

繁
教
授
退
官
記
念
論
集
』・
汲
古
書
院
・
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）
が
あ
る
。

（
２
）　
「
阮
籍
と
嵆
康
と
の
道
家
思
想
」（『
東
方
宗
教
』
一
〇
・
一
九
五
六
年
）

（
３
）　

す
べ
て
既
出
『
校
注
』
本
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

（
４
） 　

堀
池
信
夫
氏
は
「
神
仙
の
復
活
」
注
64
で
「
…
…
た
だ
し
筆
者
は
純
粋

道
家
と
は
思
わ
な
い
」と
説
か
れ
る
。（
筑
波
大
学『
哲
学
・
思
想
学
系
論
集
』

第
五
号
）

（
５
） 　

古
く
は
橋
本
循
氏
が
『
中
国
文
学
思
想
管
見
』
十
一
「
陶
淵
明
の
守
拙

に
つ
い
て
」
で
、
竹
林
七
賢
を
「
こ
れ
と
て
真
に
隠
遁
の
士
と
言
い
得
る

か
ど
う
か
」
と
言
い
、
武
田
秀
夫
氏
も
「
形
は
老
荘
に
借
り
な
が
ら
も
儒

家
の
発
想
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
十
六―

四
「
嵆

康
思
想
の
一
視
点
」）。
た
だ
し
「
卜
疑
集
」
は
、
そ
の
儒
・
道
の
処
世
に

す
ら
疑
念
を
抱
く
と
考
え
る
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。

（
６
） 　

有
宏
達
先
生
者
。
恢
廓
其
度
、
寂
寥
疏
濶
、
方
而
不
制
、
廉
而
不
割
。

超
世
獨
歩
、
懷
玉
被
褐
、
交
不
苟
合
、
仕
不
期
達
、
常
以
爲
忠
、
信
篤
敬
直
、

道
而
行
之
、
可
以
居
九
夷
遊
八
蠻
、
浮
滄
海
踐
河
源
、
甲
兵
不
足
忌
、
猛

獸
不
爲
患
、
是
以
機
心
不
存
、
泊
然
純
素
、
從
容
縱
肆
、
遺
忘
好
惡
、
以

天
道
爲
一
、
指
不
識
品
物
之
細
故
也
。
然
而
大
道
既
隱
、
智
巧
滋
繁
、
世

俗
膠
加
、
人
情
萬
端
、
利
之
所
在
、
若
鳥
之
追
鸞
、
富
爲
積
蠧
、
貴
爲
聚

怨
、
動
者
多
累
、
靜
者
鮮
患
、
爾
乃
思
丘
中
之
隱
士
、
樂
川
上
之
執
竿
也
、

於
是
遠
念
長
想
、
超
然
自
失
、
郢
人
既
沒
、
誰
爲
吾
質
、
聖
人
吾
不
得
見
、

冀
聞
之
於
數
術
、
乃
適
太
史
貞
父
之
廬
而
訪
之
曰
、
吾
有
所
疑
、
願
子
卜
之
、

貞
父
乃
危
坐
、
操
蓍
拂
几
、
陳
龜
曰
、
君
何
以
命
之
。
先
生
曰
、

　
　

１　

吾
寧
發
憤
陳
誠
、
讜
言
帝
庭
、
不
屈
王
公
乎
？

　
　

２　

將
卑
懦
委
隨
、
承
旨
倚
靡
、
爲
面
從
乎
？

　
　

３　

寧
愷
悌
弘
覆
、
施
而
不
德
乎
？

　
　

４　

將
進
趣
世
利
、
苟
容
偸
合
乎
？

　
　

５　

寧
隱
居
行
義
、
推
至
誠
乎
？

　
　

６　

將
崇
飾
矯
誣
、
養
虛
名
乎
？

　
　

７　

寧
斥
逐
凶
佞
、
守
正
不
傾
、
明
否
臧
乎
？

　
　

８　

將
傲
倪
滑
稽
、
挾
智
任
術
爲
智
嚢
乎
？

　
　

９　

寧
與
王
喬
赤
松
爲
侶
乎
？

　
　

10　

將
進
伊
摯
而
友
尚
父
乎
？

　
　

11　

寧
隱
鱗
藏
彩
若
淵
中
之
龍
乎
？

　
　

12　

將
舒
翼
揚
聲
若
雲
間
之
鴻
乎
？

　
　

13　

 

寧
外
化
其
形
、
内
隱
其
情
、
屈
身
隨
時
、
陸
沈
無
名
、
雖
在
人
間
、

實
處
冥
冥
乎
？

　
　

14　

 

將
激
昻
爲
清
、
鋭
思
爲
精
、
行
與
世
異
、
心
與
俗
并
、
所
在
必
聞
恒

營
營
乎
？

　
　

15　
 

寧
寥
落
閒
放
、
無
所
矜
尚
、
彼
我
爲
一
、
不
爭
不
讓
遊
、
心
皓
素
忽

然
坐
忘
、
追
羲
農
而
不
及
行
中
路
而
惆
悵
乎
？

　
　

16　

 
將
慷
慨
以
爲
壯
、
感

以
爲
亮
、
上
千
萬
乘
、
下
凌
將
相
、
尊
嚴
其
容
、
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嵆
康
「
卜
疑
集
」
管
窺 

五
三

高
自
矯
抗
、
常
如
失
職
懷
恨
怏
怏
乎
？

　
　

17　

寧
聚
貨
千
億
、
撃
鍾
鼎
食
、
枕
藉
芬
芳
、
婉

美
色
乎
？

　
　

18　

將
苦
身
竭
力
、
剪
除
荊
棘
、
山
居
谷
飲
、
倚
巖
而
息
乎
？

　
　

19　

寧
如
伯
奮
仲
堪
二
八
爲
偶
排
擯
共
鯀
令
失
所
乎
？

　
　

20　

將
如
箕
山
之
夫
・
潁
水
之
父
、
輕
賤
唐
虞
而
笑
大
禹
乎
？

　
　

21　

寧
如
泰
山
之
隱
德
、
潛
讓
而
不
揚
乎
？

　
　

22　

將
如
季
札
之
顯
節
、
義
慕
爲
子
臧
乎
？ 

　
　

23　

寧
如
老
耼
之
清
浄
微
妙
、
守
玄
抱
一
乎
？

　
　

24　

將
如
莊
周
之
齊
物
變
化
、
洞
達
而
放
逸
乎
？

　
　

25　

寧
如
夷
吾
之
不
恡
束
縛
、
而
終
成
覇
功
乎
？

　
　

26　

將
如
魯
連
之
輕
世
肆
志
、
高
談
從
容
乎
？

　
　

27　

寧
如
市
南
子
之
神
勇
内
固
、
山
淵
其
志
乎
？

　
　

28　

將
如
毛
公
藺
生
之
龍
驤
虎
歩
、
慕
爲
壯
士
乎
？

　
　

 

此
誰
得
誰
失
、
何
凶
何
吉
、
時
移
俗
易
、
好
貴
慕
名
、
臧
文
不
讓
位
於
柳

季
公
孫
不
歸
美
於
董
生
、
賈
誼
一
當
於
明
主
絳
灌
作
色
而
揚
聲
、
况
今
千

龍
並
馳
、
萬
驥
徂
征
、
紛
紜
交
競
、
逝
若
流
星
、
敢
不
惟
思
謀
於
老
成
哉
、

太
史
貞
父
曰
、
吾
聞
、
至
人
不
相
、
達
人
不
卜
、
若
先
生
者
、
文
明
在
中
、

見
素
表
璞
、
内
不
愧
心
、
外
不
負
俗
、
交
不
爲
利
、
仕
不
謀
禄
、
鑒
乎
古
今
、

滌
情
蕩
欲
、
夫
如
是
、
呂
梁
可
以
遊
湯
谷
、
可
以
浴
方
、
將
觀
大
鵬
於
南
溟
、

又
何
憂
於
人
間
之
委
曲
。

（
７
） 　

こ
の
間
の
詳
説
は
、『
巫
系
文
學
論
』「
設
問
文
学
」
及
び
「
問
答
文
学
」

の
項
に
在
る
。

（
８
）　

金
谷
治
氏
「『
荘
子
』
を
読
む
」
二
「
道
」
の
思
想
。

（
９
） 　

仲
尼
曰
は
く
、
是
れ
聖
人
の
僕
な
り
。
是
れ
自
か
ら
民
に
埋
も
れ
、
自

か
ら
畔
に
藏
る
。
其
の
聲
銷
え
て
、
其
の
志
は
窮
ま
り
無
し
。
其
の
口
は

言
ふ
と
雖
も
、
其
の
心
は
未
だ
嘗
て
言
は
ず
。
方
に
且
に
世
を
違
ひ
て
、

心
之
と
倶
に
す
る
を
屑
し
と
せ
ず
。
是
れ
陸
沈
す
る
者
な
り
。

　
　

 　

仲
尼
曰
、是
聖
人
僕
也
。
是
自
埋
於
民
、自
藏
於
畔
。
其
聲
銷
、其
志
無
窮
。

其
口
雖
言
、其
心
未
嘗
言
。方
且
與
世
違
、而
心
不
屑
與
之
倶
。是
陸
沈
者
也
。

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

嵆
康
、
卜
疑
集
、
卜
居
、
問
答
、
非
道
家

035　石本道明氏.indd   五三035　石本道明氏.indd   五三 2017/02/21   13:42:042017/02/21   13:42:04


